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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
(注)  １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので，提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

  いない。 

 ２ 売上高には，消費税等は含まない。 

 ３ 第86期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については，潜在株式が存在しないため記載し

ていない。 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

前第２四半期
連結累計期間

第87期
当第２四半期 
連結累計期間

第86期
前第２四半期 
連結会計期間

第87期 
当第２四半期 
連結会計期間

第86期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日 
至  平成21年 
    ９月30日

自 平成22年
    ４月１日 
至  平成22年 
    ９月30日

自 平成21年
    ７月１日 
至  平成21年 
    ９月30日

自  平成22年 
    ７月１日 
至  平成22年 
    ９月30日

自 平成21年
    ４月１日 
至  平成22年 
    ３月31日

売上高 (百万円) 804,225 836,594 404,725 442,697 1,663,387 

経常利益又は 
経常損失（△） 

(百万円) 41,416 68,412 △1,116 27,460 43,298 

四半期（当期）純利益又は 
四半期純損失（△） 

(百万円) 27,602 34,993 △570 15,690 25,805 

純資産額 (百万円) ― ― 960,993 960,829 943,973 

総資産額 (百万円) ― ― 3,940,953 3,961,976 3,918,574 

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,824.65 1,825.32 1,790.38 

１株当たり四半期（当期）
純利益又は四半期 
純損失（△） 

(円) 55.36 70.19 △1.14 31.47 51.76 

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益 

(円) ― 70.18 ― 31.47 ―

自己資本比率 (％) ― ― 23.1 23.0 22.8 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 167,766 160,259 ― ― 327,924 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △132,082 △126,385 ― ― △227,744

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △36,427 △21,277 ― ― △106,719

現金及び現金同等物の 
四半期末（期末）残高 

(百万円) ― ― 129,144 135,871 123,321 

従業員数 (人) ― ― 23,199 22,913 22,479 
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当第２四半期連結会計期間において，当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について，重要な変更

はない。また，主要な関係会社に異動はない。 

  

  

当第２四半期連結会計期間において，重要な関係会社の異動はない。 

  

  

(1) 連結会社の状況 

平成22年９月30日現在 

 
(注) 従業員数は，就業人員である。 

  

  

(2) 提出会社の状況 

平成22年９月30日現在 

 
(注) 従業員数は，就業人員である。 

  

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

従業員数(人) 22,913 

従業員数(人) 12,075 
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第２ 【事業の状況】 

当社企業グループ(当社及び連結子会社)の生産・販売品目は広範囲かつ多種多様であるため「生産実

績」を定義することが困難であり，建設業においては請負形態をとっているため「販売実績」という定義

は実態にそぐわない。 

よって，生産，受注及び販売の状況については，記載可能な情報を「４ 財政状態，経営成績及びキャ

ッシュ・フローの状況の分析」においてセグメントの業績に関連付けて記載している。 

なお，当社個別の事業の状況は次のとおりである。 

  

(1) 需給実績 

 
(注) １ 他社受電電力量の中には，連結子会社からの受電電力量(酒田共同火力発電㈱ 991百万kWh，東星興業㈱ 71

百万kWh，東北水力地熱㈱ 69百万kWh，東北自然エネルギー開発㈱ 3百万kWh)を含んでいる。 

２ 融通電力量の上段は受電電力量，下段は送電電力量を示す。 

３ 揚水発電所の揚水用電力量とは貯水池運営のため揚水用に使用する電力である。 

４ 販売電力量の中には，自社事業用電力量(34百万kWh)を含んでいる。 

５ 出水率は，昭和54年度から平成20年度までの第２四半期の30ヶ年平均に対する比である。 

  
  

１ 【生産，受注及び販売の状況】

種別
当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から
 平成22年９月30日まで)

前年同四半期比（％）

発受電電力量  

自社  

水力発電電力量 (百万kWh) 2,000 116.0 

火力発電電力量 (百万kWh) 10,603 90.3 

原子力発電電力量 (百万kWh) 5,794 120.6 

新エネルギー等発電電力量 (百万kWh) 213 70.7 

他社受電電力量 (百万kWh) 5,679 103.1 

融通電力量 (百万kWh) 4,541 
△5,356 

158.1 
90.8 

揚水発電所の揚水用電力量 (百万kWh) △51 604.5 

合計 (百万kWh) 23,423 111.3 

損失電力量等 (百万kWh) 2,178 105.5 

販売電力量 (百万kWh) 21,245 112.0 

出水率 (％) 101.0 ―
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(2) 販売実績 

① 契約高 

 
(注) 本表には，特定規模需要は含まない。 

  

② 販売電力量及び料金収入 

 
(注) １ 料金収入の電力には，特定規模需要を含んでいる。 

２ 上記金額には，消費税等は含まない。 

  

種別
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日現在)

前年同四半期比（％）

契約口数 

電灯 6,774,883 100.5 

電力 865,476 98.1 

計 7,640,359 100.2 

契約電力(kW) 

電灯 22,417,584 101.7 

電力 4,997,083 98.0 

計 27,414,667 101.0 

種別
当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

前年同四半期比（％）

販売電力量(百万kWh) 

電灯 5,910 113.1 

電力 1,114 117.6 

電灯電力 計 7,054 113.9 

特定規模需要 14,191 111.1 

電灯電力・特定規模 計 21,245 112.0 

他社販売 50 364.8 

融通 5,355 90.8 

料金収入(百万円) 

電灯 129,228 113.9 

電力 219,214 110.8 

電灯電力 計 348,443 111.9 

他社販売 498 364.2 

融通 46,294 96.2 
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③ 産業別(大口電力)需要実績 

 
  
  

当第２四半期連結会計期間において，財政状態，経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等はない。また，前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について，重要な変更はな

い。 

  
  

当第２四半期連結会計期間において，経営上の重要な契約等はない。 

  
  

種別

当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

販売電力量

(百万kWh) 前年同四半期比（％）

鉱工業  

鉱業 26 110.1 

製造業  

食料品 469 107.5 

繊維工業 18 78.9 

パルプ・紙・紙加工品 244 100.2 

化学工業 577 111.2 

石油製品・石炭製品 7 157.8 

ゴム製品 84 113.1 

窯業土石 178 113.9 

鉄鋼業 723 123.0 

非鉄金属 983 131.9 

機械器具 2,233 107.5 

その他 634 109.5 

計 6,150 112.9 

計 6,176 112.9 

その他 944 104.6 

合計 7,120 111.8 

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】
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(1) 業績の状況 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は，アジア向けを中心とした輸出や，一部の個人消費

への政策効果などにより，生産の持ち直しが続いているなど，経済の水準自体は依然低いながらも，回

復傾向が継続している。ただし,急速な円高の進展や，米国を中心とした海外経済の減速懸念の高ま

り，政策効果の高かったエコカー補助金の終了などにより，先行きに対する不透明感が高まっている。

東北地域経済についても，生産や雇用情勢において緩やかな持ち直しの動きが続き，倒産は小康状態

で推移するなど，東北地域の業況に持ち直しの動きがみられているものの，国内経済と同様に先行きに

対する不透明感が高まっている。 

  
このような状況のなかで，当第２四半期連結会計期間の企業グループの収支については，収益面で

は，当社において，販売電力量が増加したことなどから，売上高（営業収益）は，前年同四半期に比べ

379億円（9.4％）増の4,426億円，四半期経常収益は，前年同四半期に比べ381億円（9.4％）増の4,441

億円となった。 

一方，費用面では，当社において，販売電力量は増加したものの，原子力発電の高稼動などにより燃

料費が小幅な増加に留まったことなどから，四半期経常費用は，前年同四半期に比べ95億円（2.3％）

増の4,166億円となった。 

以上の結果，経常利益は，前年同四半期に比べ285億円増の274億円，四半期純利益は，前年同四半期

に比べ162億円増の156億円となった。 

  
なお，当第２四半期連結会計期間におけるセグメントの業績（セグメント間の内部取引消去前）は次

のとおりである。 

  
［電気事業］ 

売上高は，販売電力量が増加したことなどから，前年同四半期に比べ365億円（10.0％）増の

4,004億円となった。一方，営業費用は，販売電力量は増加したものの，原子力発電の高稼動など

により燃料費が小幅な増加に留まったことなどから，前年同四半期に比べ108億円（3.0％）増の

3,683億円となった。 

この結果，営業利益は，前年同四半期に比べ256億円（399.2％）増の321億円となった。 

  
［建設業］ 

売上高は，受注工事が増加したことなどから，前年同四半期に比べ22億円（3.6％）増の635億円

となった。一方，営業費用は，受注工事の増加に伴う工事原価の増加などから，前年同四半期に比

べ15億円（2.6％）増の610億円となった。 

この結果，営業利益は，前年同四半期に比べ6億円（36.8％）増の25億円となった。 

  
［その他］ 

売上高は，ガス事業における売上が増加したことなどから，前年同四半期に比べ25億円

（5.4％）増の504億円となった。一方，営業費用は，ガス事業における原料費の増加などから，前

年同四半期に比べ31億円（7.0％）増の485億円となった。 

この結果，営業利益は，前年同四半期に比べ6億円（24.5％）減の18億円となった。 

４ 【財政状態，経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) 需要と供給の概況 

当社の主たる事業である電気事業において，当第２四半期連結会計期間の販売電力量は，前年同四半

期に比べ12.0％増の212億キロワット時となった。このうち特定規模需要以外の需要については，今夏

の記録的な高気温による冷房需要の増加に加え，オール電化住宅の普及拡大などから，前年同四半期に

比べ13.9％増の70億キロワット時となった。 

また，特定規模需要については，産業用需要における「非鉄」「鉄鋼」「機械」「化学」などを中心

とした生産水準の回復や前年同四半期の減産影響の反動などから，前年同四半期に比べ11.1％増の142

億キロワット時となった。 

  

これに対応する供給については，発電設備の総合的な運用などにより安定した供給を行うことができ

た。 

  

(3) 経営成績の分析 

①営業利益 

当第２四半期連結会計期間の売上高（営業収益）は，当社において，販売電力量が増加したことな

どから，前年同四半期に比べ379億円（9.4％）増の4,426億円となった。 

一方，営業費用は，当社において，販売電力量は増加したものの，原子力発電の高稼動などにより

燃料費が小幅な増加に留まったことなどから，前年同四半期に比べ121億円（3.1％）増の4,060億円

となった。 

この結果，営業利益は，前年同四半期に比べ258億円（238.7％）増の366億円となった。 

  

②経常利益 

当第２四半期連結会計期間の営業外収益は，前年同四半期に比べ1億円（10.7％）増の14億円とな

り，売上高と合わせた四半期経常収益は前年同四半期に比べ381億円（9.4％）増の4,441億円となっ

た。 

 一方，当第２四半期連結会計期間の営業外費用は，持分法による投資損失が減少したことなどか

ら，前年同四半期に比べ26億円（19.8％）減の106億円となったものの，営業費用と合わせた四半期

経常費用は前年同四半期に比べ95億円（2.3％）増の4,166億円となった。 

 この結果，当第２四半期連結会計期間の経常利益は，前年同四半期に比べ285億円増の274億円とな

った。 

  

③四半期純利益 

当第２四半期連結会計期間の税金等調整前四半期純利益は，前年同四半期に比べ250億円増の268億

円となり，当第２四半期連結会計期間の四半期純利益は，前年同四半期に比べ162億円増の156億円と

なった。 
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(4) 財政状態の分析 

①資産の状況 

固定資産については，資産除去債務相当資産の計上などにより電気事業固定資産が増加したことな

どから，前連結会計年度末に比べ205億円（0.6％）増の3兆5,789億円となった。 

また，流動資産については，たな卸資産が増加したことなどから，前連結会計年度末に比べ228億

円（6.3％）増の3,830億円となった。 

この結果，当第２四半期連結会計期間末の資産合計は，前連結会計年度末に比べ434億円（1.1％）

増の3兆9,619億円となった。 
  

②負債の状況 

固定負債については，資産除去債務を計上したことなどから，前連結会計年度末に比べ260億円

（1.2％）増の2兆2,587億円となった。 

また，流動負債については，買掛金が減少したものの，１年以内に期限到来の固定負債が増加した

ことなどから，前連結会計年度末に比べ2億円増の7,407億円となった。 

この結果，当第２四半期連結会計期間末の負債合計は，前連結会計年度末に比べ265億円（0.9％）

増の3兆11億円となった。 
  

③純資産の状況 

配当金の支払いがあったものの，四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことなどから，

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は，前連結会計年度末に比べ168億円（1.8％）増の9,608

億円となった。 

  

(5) キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間においては，税金等調整前四半期純利益は増加したものの，退職給付引

当金の引当額が減少したことなどから，前年同四半期に比べ46億円（4.9%）減の899億円の収入とな

った。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間においては，固定資産の取得による支出は減少したものの，投融資によ

る支出が増加したことなどから，前年同四半期に比べ96億円（14.9%）増の746億円の支出となった。
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間においては，社債及びコマーシャル・ペーパーの償還による支出が減少

したことなどから，前年同四半期239億円の支出に対し，21億円の収入となった。 
  

 この結果，現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は，1,358億円となった。 

  

(6) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において，当社企業グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題に

ついて，重要な変更はない。 

  

(7) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間における当社企業グループ（当社及び連結子会社）の研究開発費は1,331

百万円である。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第２四半期連結会計期間に使用を開始した設備は以下のとおりである。 

  

（電気事業） 

 
  

(2) 設備の新設，除却等の計画 

当第２四半期連結会計期間において，前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設，

除却等について，重要な変更はない。また，新たに確定した重要な設備の新設，除却等の計画はない。

  

  

  

設備別 名称 出力（kW） 着工年月 使用開始年月

汽力 仙台火力発電所 第４号機 446,000 平成19年９月 平成22年７月
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注) 提出日現在発行数には，平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は，含まれていない。 

  
(2) 【新株予約権等の状況】 

平成22年６月29日の取締役会において決議されたもの 

 
（注）１ 新株予約権１個につき目的となる株式数 100株 

２ 新株予約権の目的となる株式の数 

新株予約権を割り当てる日（以下，「割当日」という。）後，当社が当社普通株式につき，株式分割（当 

社普通株式の株式無償割当てを含む。以下，株式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合，次の

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000,000 

計 1,000,000,000 

種類
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成22年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 502,882,585 502,882,585 

東京証券取引所 

(市場第一部) 

大阪証券取引所 

(市場第一部)

単元株式数は100株である。

計 502,882,585 502,882,585 ― ―

 
第２四半期会計期間末現在 

(平成22年９月30日) 

新株予約権の数 1,654個（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 165,400株（注）２

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり１円

新株予約権の行使期間 平成22年８月３日～平成47年８月２日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額  

発行価格     1,609円
資本組入額     805円 

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 
譲渡による新株予約権の取得については当社取締役会

の承認を要するものとする。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 
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算式により付与株式数を調整するものとする。ただし，かかる調整は，新株予約権のうち，当該時点で行使

されていない新株予約権の目的である株式の数について行われ，調整の結果生じる１株未満の端数について

は，これを切り捨てるものとする。 

    調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割・株式併合の比率 

調整後付与株式数は，株式分割の場合は，当該株式分割の基準日の翌日（基準日を定めないときは，その

効力発生日）以降，株式併合の場合は，その効力発生日以降，これを適用する。ただし，剰余金の額を減少

して資本金又は準備金を増加する議案が当社株主総会において承認されることを条件として株式分割が行わ

れる場合で，当該株主総会の終結の日以前の日を株式分割のための基準日とする場合は，調整後付与株式数

は，当該株主総会の終結の日の翌日以降これを適用する。 

また，上記のほか，割当日後，当社が合併，会社分割又は株式交換を行う場合及びその他これらの場合に

準じて付与株式数の調整を必要とする場合，当社は，当社取締役会において必要と認める付与株式数の調整

を行うことができる。 

３ 新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権者は，当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した日の翌日から10日間以内

（10日目が休日に当たる場合には翌営業日）に限り，新株予約権を行使することができる。 

(2) 上記(1)にかかわらず，当社が消滅会社となる合併契約承認の議案，当社が分割会社となる分割契約も

しくは分割計画承認の議案，当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画承認の議案に

つき，当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合は，当社取締役会決議がなされた場

合），当該承認日の翌日から30日間に限り新株予約権を行使できるものとする。ただし，後記（注）４

に定める組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項に従って新株予約権者に再編対象会社の新

株予約権が交付される場合を除くものとする。 

(3) その他の条件については，当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めると

ころによる。 

４ 組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。），吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分

割会社となる場合に限る。），株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限

る。）（以上を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において，組織再編行為の効力発生日

（吸収合併につき吸収合併がその効力を生ずる日，新設合併につき新設合併設立株式会社成立の日，吸収分

割につき吸収分割がその効力を生ずる日，新設分割につき新設分割設立株式会社成立の日，株式交換につき

株式交換がその効力を生ずる日，及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同

じ。）の直前において残存する新株予約権（以下，「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者

に対し，それぞれの場合につき，会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再

編対象会社」という。）の新株予約権をそれぞれ交付することとする。ただし，以下の各号に沿って再編対

象会社の新株予約権を交付する旨を，吸収合併契約，新設合併契約，吸収分割契約，新設分割計画，株式交

換契約又は株式移転計画において定めることを条件とする。 

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

 新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。 

(2) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

 再編対象会社の普通株式とする。 

(3) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数  

 組織再編行為の条件等を勘案のうえ，前記（注）２に準じて決定する。  

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額  

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は，以下に定める再編後行使価額に上

記(3)に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額

とする。再編後行使価額は，交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる

再編対象会社の株式１株当たり１円とする。 

(5) 新株予約権を行使することができる期間 

前記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編

行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から，「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使す

ることができる期間の満了日までとする。  

(6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項  

① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は，会社計算規則第17条

第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし，計算の結果１円未満の端数

が生じる場合は，これを切り上げるものとする。 

② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は，上記①記載の資

本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 
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(7) 譲渡による新株予約権の取得の制限  

 譲渡による新株予約権の取得については，再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものと

する。 

(8) 新株予約権の行使の条件  

 前記（注）３に準じて決定する。  

(9) 新株予約権の取得条項  

再編対象会社は，以下の①，②，③，④又は⑤の議案につき再編対象会社の株主総会で承認された場

合（株主総会決議が不要の場合は，再編対象会社の取締役会決議がなされた場合）は，再編対象会社の

取締役会が別途定める日に，新株予約権を無償で取得することができる。  

① 再編対象会社が消滅会社となる合併契約承認の議案  

② 再編対象会社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案  

③ 再編対象会社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案  

④ 再編対象会社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について再編対象会社

の承認を要することについての定めを設ける定款の変更承認の議案  

⑤ 新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について再編対

象会社の承認を要すること又は当該種類の株式について再編対象会社が株主総会の決議によって

その全部を取得することについての定めを設ける定款の変更承認の議案  

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項なし。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項なし。 

  

(5) 【発行済株式総数，資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
  

(百万円)

資本金残高
  

(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成22年９月30日 ― 502,883 ― 251,441 ― 26,657 

  平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口） 

東京都中央区晴海一丁目８番11号 25,378 5.05 

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 19,729 3.92 

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 

東京都港区浜松町二丁目11番３号 14,856 2.95 

東北電力従業員持株会 宮城県仙台市青葉区本町一丁目７番１号 10,623 2.11 

株式会社みずほコーポレート
銀行 

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 7,144 1.42 

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 7,144 1.42 

高知信用金庫 高知県高知市はりまや町二丁目４番４号 7,011 1.39 

株式会社七十七銀行 宮城県仙台市青葉区中央三丁目３番20号 5,368 1.07 

仙台市 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目７番１号 5,196 1.03 

宮城県 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８番１号 4,439 0.88 

計 ― 106,887 21.25 
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(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

平成22年９月30日現在 

 
(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄には，株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,700株(議決権27個)含

まれている。  

２ 「単元未満株式」の欄には，株式会社証券保管振替機構名義の株式53株,株式会社東北電広社所有の相互

保有株式90株及び当社所有の自己株式48株が含まれている。 

② 【自己株式等】 

平成22年９月30日現在 

 
  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 最高・最低株価は，東京証券取引所(市場第一部)におけるものを示した。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後，当四半期報告書提出日までにおいて，役員の異動はない。 

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式  4,339,900 

― ―

(相互保有株式)
普通株式    20,900 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 494,649,300 4,946,493 ―

単元未満株式 普通株式  3,872,485 ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 502,882,585 ― ― 

総株主の議決権 ― 4,946,493 ― 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式 
数の合計 
(株)

発行済株式 

総数に対する

所有株式数 

の割合(％)

(自己保有株式) 
東北電力株式会社 

宮城県仙台市青葉区本町
一丁目７番１号 4,339,900 ― 4,339,900 0.86 

(相互保有株式) 
株式会社東北電広社 

宮城県仙台市青葉区中央
二丁目９番10号 20,900 ― 20,900 0.00 

計 ― 4,360,800 ― 4,360,800 0.87 

２ 【株価の推移】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 1,980 1,916 1,928 1,942 1,978 1,989 

最低(円) 1,885 1,794 1,805 1,851 1,839 1,839 

３ 【役員の状況】

― 14 ―



第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は，「四半期連結財務諸表の用語，様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年８月10日内閣府令第64号，以下「四半期連結財務諸表規則」という。）及び「電気事業会計規則」

（昭和40年６月15日通商産業省令第57号）に準拠して作成している。 

 なお，前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は，改正前の四半期連結財務諸表規則及び電

気事業会計規則に基づき，当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及

び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は，改正後の四半期連結財

務諸表規則及び電気事業会計規則に基づいて作成している。 

  

当社は，金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき，前第２四半期連結会計期間（平成21年７

月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年

９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について，新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。 

  

   

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

    当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日現在) 

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日現在) 

資産の部 
 固定資産 3,578,938 3,558,344
  電気事業固定資産 注１, 注２ 2,461,289 注１, 注２ 2,429,981
   水力発電設備 165,010 169,709
   汽力発電設備 313,508 295,685
   原子力発電設備 402,423 360,676
   送電設備 595,588 610,626
   変電設備 245,404 245,746
   配電設備 609,489 611,457
   業務設備 101,634 106,416
   その他の電気事業固定資産 28,229 29,662
  その他の固定資産 注１, 注２ 237,609 注１, 注２ 245,496
  固定資産仮勘定 283,367 305,041
   建設仮勘定及び除却仮勘定 283,367 305,041
  核燃料 147,606 145,230
   装荷核燃料 27,929 28,811
   加工中等核燃料 119,676 116,418
  投資その他の資産 449,066 432,594
   長期投資 90,346 75,245
   使用済燃料再処理等積立金 103,427 106,425
   繰延税金資産 160,594 157,201
   その他 95,610 94,863
   貸倒引当金（貸方） △913 △1,142
 流動資産 383,037 360,229
  現金及び預金 114,064 106,652
  受取手形及び売掛金 120,250 123,523
  たな卸資産 注３ 66,550 注３ 57,543
  繰延税金資産 19,942 20,892
  その他 62,990 52,615
  貸倒引当金（貸方） △759 △997

 合計 3,961,976 3,918,574
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（単位：百万円）

   当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日現在) 

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日現在) 

負債及び純資産の部 
 固定負債 2,258,712 2,232,668
  社債 1,173,590 1,192,578
  長期借入金 512,478 525,416
  退職給付引当金 218,269 215,662
  使用済燃料再処理等引当金 110,510 110,478
  使用済燃料再処理等準備引当金 11,495 9,939
  原子力発電施設解体引当金 － 58,171
  資産除去債務 123,605 －
  繰延税金負債 10 －
  再評価に係る繰延税金負債 2,319 2,528
  その他 106,433 117,892
 流動負債 740,736 740,437
  1年以内に期限到来の固定負債 279,354 257,628
  短期借入金 56,360 54,710
  支払手形及び買掛金 85,630 98,386
  未払税金 43,487 26,131
  その他 275,903 303,581
 特別法上の引当金 1,698 1,495
  渇水準備引当金 1,698 1,495
 負債合計 3,001,147 2,974,601
 株主資本 913,061 892,924
  資本金 251,441 251,441
  資本剰余金 26,702 26,702
  利益剰余金 643,265 623,116
  自己株式 △8,347 △8,335
 評価・換算差額等 △3,060 △334
  その他有価証券評価差額金 △1,341 953
  土地再評価差額金 △1,404 △1,292
  為替換算調整勘定 △314 4
 新株予約権 265 －
 少数株主持分 50,562 51,382
 純資産合計 960,829 943,973
 合計 3,961,976 3,918,574
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(2) 【四半期連結損益計算書】 

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間 

  平成21年９月30日まで) 
(平成21年４月１日から

当第２四半期連結累計期間 

  平成22年９月30日まで) 
(平成22年４月１日から

営業収益 804,225 836,594
 電気事業営業収益 729,855 761,956
 その他事業営業収益 74,370 74,637

営業費用 注1 740,738 注1 750,592
 電気事業営業費用 669,493 678,549
 その他事業営業費用 71,245 72,043

営業利益 63,486 86,002

営業外収益 3,519 4,621
 受取配当金 607 570
 受取利息 1,005 1,029
 固定資産売却益 44 26
 持分法による投資利益 － 1,004
 その他 1,862 1,990

営業外費用 25,590 22,210
 支払利息 21,756 20,117
 その他 3,833 2,093

四半期経常収益合計 807,745 841,215

四半期経常費用合計 766,329 772,802

経常利益 41,416 68,412

渇水準備金引当又は取崩し △5,540 227
 渇水準備金引当 － 227
 渇水準備引当金取崩し（貸方） △5,540 －

特別損失 － 9,854
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,554
 有価証券評価損 － 3,300

税金等調整前四半期純利益 46,956 58,330

法人税、住民税及び事業税 2,630 23,577

法人税等調整額 16,518 15

法人税等合計 19,149 23,592

少数株主損益調整前四半期純利益 － 34,737

少数株主利益又は少数株主損失（△） 204 △256

四半期純利益 27,602 34,993
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結会計期間 

  平成21年９月30日まで) 
(平成21年７月１日から

当第２四半期連結会計期間 

  平成22年９月30日まで) 
(平成22年７月１日から

営業収益 404,725 442,697
 電気事業営業収益 362,927 399,516
 その他事業営業収益 41,797 43,180

営業費用 注１ 393,907 注１ 406,058
 電気事業営業費用 354,582 365,714
 その他事業営業費用 39,324 40,344

営業利益 10,818 36,638

営業外収益 1,289 1,427
 受取配当金 5 13
 受取利息 529 564
 固定資産売却益 20 12
 その他 734 837

営業外費用 13,224 10,606
 支払利息 10,899 10,051
 その他 2,324 554

四半期経常収益合計 406,015 444,125

四半期経常費用合計 407,131 416,664

経常利益又は経常損失（△） △1,116 27,460

渇水準備金引当又は取崩し △2,943 △102
 渇水準備引当金取崩し（貸方） △2,943 △102

特別損失 － 710
 有価証券評価損 － 710

税金等調整前四半期純利益 1,827 26,851

法人税、住民税及び事業税 2,367 15,675

法人税等調整額 △374 △4,782

法人税等合計 1,992 10,892

少数株主損益調整前四半期純利益 － 15,959

少数株主利益 405 269

四半期純利益又は四半期純損失（△） △570 15,690
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

  
前第２四半期連結累計期間 

  平成21年９月30日まで) 
(平成21年４月１日から

当第２四半期連結累計期間 

  平成22年９月30日まで) 
(平成22年４月１日から

営業活動によるキャッシュ・フロー 
 税金等調整前四半期純利益 46,956 58,330
 減価償却費 120,462 118,016
 原子力発電施設解体費 － 2,909
 核燃料減損額 4,093 6,032
 固定資産除却損 4,015 2,696
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,554
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,602 2,606

 使用済燃料再処理等引当金の増減額 
（△は減少） 518 31

 使用済燃料再処理等準備引当金の増減額 
（△は減少） 845 1,556

 原子力発電施設解体引当金の増減額 
（△は減少） 1,770 －

 渇水準備引当金の増減額（△は減少） △5,540 203
 受取利息及び受取配当金 △1,613 △1,600
 支払利息 21,756 20,117
 売上債権の増減額（△は増加） 18,775 △10,121
 仕入債務の増減額（△は減少） △51,091 △12,552
 その他 19,040 △11,418

 小計 193,593 183,362
 利息及び配当金の受取額 1,619 1,600
 利息の支払額 △20,545 △19,427
 法人税等の支払額 △6,901 △5,275

 営業活動によるキャッシュ・フロー 167,766 160,259

投資活動によるキャッシュ・フロー 
 固定資産の取得による支出 △128,357 △103,929
 投融資による支出 △11,508 △28,887
 投融資の回収による収入 8,395 4,479
 その他 △613 1,952
 投資活動によるキャッシュ・フロー △132,082 △126,385

財務活動によるキャッシュ・フロー 
 社債の発行による収入 59,808 39,874
 社債の償還による支出 △60,000 △10,000
 長期借入れによる収入 14,880 26,700
 長期借入金の返済による支出 △38,433 △65,302
 短期借入れによる収入 175,780 169,860
 短期借入金の返済による支出 △175,480 △168,210
 コマーシャル・ペーパーの発行による収入 282,000 172,000
 コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △279,000 △170,000
 配当金の支払額 △14,929 △14,924
 少数株主への配当金の支払額 △503 △503
 その他 △549 △772

 財務活動によるキャッシュ・フロー △36,427 △21,277

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △45

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △738 12,550

現金及び現金同等物の期首残高 129,905 123,321

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △22 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 注１ 129,144 注１ 135,871
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  

【表示方法の変更】 

  

 
  

 
  

  
  

項  目 (平成22年４月１日から 
平成22年９月30日まで) 

当第２四半期連結累計期間

会計処理基準に関する事項

の変更 

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より，「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してい

る。また，これらの会計基準等の適用に伴い，「原子力発電施設解体引当金に

関する省令」（経済産業省令）が改正されている。  

 この結果，当第２四半期連結累計期間の営業利益，経常利益はそれぞれ297百

万円減少し，税金等調整前四半期純利益は，当会計基準等の適用により生じた

期首差額を特別損失に計上したことから6,851百万円減少している。また，当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の計上額は，122,200百万円（うち，原

子力発電施設解体引当金からの振替額は58,171百万円）である。 

当第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から 
  平成22年９月30日まで)

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により，当第２四半期連結累計期間では

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示している。 

当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から 
  平成22年９月30日まで)

（四半期連結貸借対照表） 

 電気事業会計規則の一部改正（平成22年３月31日 経済産業省令第20号）により，当第２四半期連結会計期間

末では風力発電及び地熱発電の新エネルギー等に係る設備（21,559百万円）について，「その他の電気事業固定

資産」に含めて表示している。 

 なお，前第２四半期連結会計期間末における風力発電に係る設備（815百万円）は「水力発電設備」に，地熱

発電に係る設備（22,810百万円）は「汽力発電設備」に含めて表示している。 

  

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により，当第２四半期連結会計期間では

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示している。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

  

項  目
(平成22年９月30日現在) 

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年３月31日現在) 

前連結会計年度末

１ 固定資産の圧縮記帳 固定資産の取得価額は，工事費負担

金等の受入れのため，下記の金額だけ

圧縮記帳されている。 

233,346百万円 

固定資産の取得価額は，工事費負担

金等の受入れのため，下記の金額だけ

圧縮記帳されている。 

214,378百万円 

２ 有形固定資産の減価 

償却累計額 
5,572,440百万円 5,484,731百万円 

３ たな卸資産の内訳  商品及び製品      5,372百万円 

 仕掛品       10,669百万円 

 原材料及び貯蔵品  50,508百万円 

    計        66,550百万円 

 商品及び製品     5,651百万円 

 仕掛品            6,760百万円 

 原材料及び貯蔵品     45,131百万円 

     計            57,543百万円 

４ 偶発債務  
(1) 社債，借入金に対す

る保証債務 

 

相馬共同火力発電㈱ 1,635百万円

日本原燃㈱ 82,473百万円

原燃輸送㈱ 37百万円

ミルメラン・パワー・
パートナーシップ 

206百万円

㈱バイオマスパワーし
ずくいし 

78百万円

従業員(財形住宅融資) 462百万円

計 84,893百万円

相馬共同火力発電㈱ 2,220百万円

日本原燃㈱ 78,424百万円

原燃輸送㈱ 43百万円

ミルメラン・パワー・
パートナーシップ 

214百万円

㈱バイオマスパワーし
ずくいし 

78百万円

従業員(財形住宅融資) 555百万円

計 81,537百万円

(2) 社債の債務履行引受

契約に係る偶発債務 

次の社債については，下記金融機関

との間に金融商品に関する会計基準に

おける経過措置を適用した債務の履行

引受契約を締結し，債務の履行を委任

した。しかし，社債権者に対する当社

の社債償還義務は社債償還完了時まで

存続する。 

銘柄 
債務の履行 
引受金融機関 

期末残高 
(百万円) 

第367回社債 
㈱三菱東京ＵＦＪ
銀行 

20,000 

第368回社債 
㈱みずほコーポレ
ート銀行 

20,000 

 

次の社債については，下記金融機関

との間に金融商品に関する会計基準に

おける経過措置を適用した債務の履行

引受契約を締結し，債務の履行を委任

した。しかし，社債権者に対する当社

の社債償還義務は社債償還完了時まで

存続する。 

銘柄 
債務の履行 
引受金融機関 

期末残高 
(百万円) 

第367回社債
㈱三菱東京ＵＦＪ
銀行 

20,000 

第368回社債
㈱みずほコーポレ
ート銀行 

20,000 
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(四半期連結損益計算書関係) 

第２四半期連結累計期間 

  

 

第２四半期連結会計期間 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

項  目 (平成21年４月１日から 
平成21年９月30日まで) 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで)

１ 営業費用の内訳 電気事業営業費用の内訳 

   

区分
電気事業 
営業費用 
(百万円)

電気事業営業
費用のうち 
販売費・一般
管理費の計 
(百万円)

人件費 91,728 53,587 

燃料費 126,450 ― 

修繕費 90,665 2,053 

委託費 19,536 6,767 

減価償却費 107,940 7,441 

購入電力料 132,074 ― 

公租公課 42,365 1,180 

その他 58,730 19,074 

合計 669,493 90,104 

電気事業営業費用の内訳 

 

区分
電気事業 
営業費用 
(百万円)

電気事業営業
費用のうち 
販売費・一般
管理費の計 
(百万円)

人件費 82,403 43,066 

燃料費 133,592 ― 

修繕費 93,702 1,964 

委託費 20,473 7,060 

減価償却費 105,683 7,118 

購入電力料 138,496 ― 

公租公課 43,639 1,169 

その他 60,557 19,420 

合計 678,549 79,800 

 

 

項  目 (平成21年７月１日から 
平成21年９月30日まで) 

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から
平成22年９月30日まで)

１ 営業費用の内訳 電気事業営業費用の内訳 

   

区分
電気事業 
営業費用 
(百万円)

電気事業営業
費用のうち 
販売費・一般
管理費の計 
(百万円)

人件費 47,196 27,572 

燃料費 73,491 ― 

修繕費 52,068 1,458 

委託費 10,292 3,429 

減価償却費 53,410 3,688 

購入電力料 66,854 ― 

公租公課 21,112 609 

その他 30,156 9,614 

合計 354,582 46,373 

電気事業営業費用の内訳 

 

区分
電気事業 
営業費用 
(百万円)

電気事業営業
費用のうち 
販売費・一般
管理費の計 
(百万円)

人件費 42,595 22,323 

燃料費 75,682 ― 

修繕費 59,277 1,351 

委託費 11,254 3,574 

減価償却費 52,574 3,526 

購入電力料 71,647 ― 

公租公課 22,202 613 

その他 30,481 9,816 

合計 365,714 41,206 

 

項  目 (平成21年４月１日から 
平成21年９月30日まで) 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで)

１ 現金及び現金同等物の第

２四半期連結累計期間末残

高と第２四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目

の金額との関係 

現金及び預金
四半期末残高 

107,755百万円

預入期間が３か月を
超える定期預金 

△3,892百万円

その他の流動資産
(償還期限が３か月 
以内の短期投資) 

25,281百万円

現金及び現金同等物
四半期末残高 

129,144百万円

現金及び預金 
四半期末残高 

114,064百万円

預入期間が３か月を 
超える定期預金 

△2,987百万円

その他の流動資産 
(償還期限が３か月 
以内の短期投資) 

24,794百万円

現金及び現金同等物 
四半期末残高 

135,871百万円
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(株主資本等関係) 

  

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日現在)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで) 
  

１ 発行済株式の種類及び総数 
  

 
  

２ 自己株式の種類及び株式数 
  

 
  

３ 新株予約権の四半期連結会計期間末残高 

  ストック・オプションとしての新株予約権 

 
  
４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  

 (2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち，配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの 

 
      

  

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 502,882,585 

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,339,948 

会社名 目的となる株式の種類
目的となる株式の数

（株）

当第２四半期
連結会計期間末残高 

(百万円)

提出会社 ― ― 265 

連結子会社 ― ― ―

合計  ― 265 

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 14,956百万円 30円 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日 
取締役会 

普通株式 14,956百万円 30円 平成22年９月30日 平成22年11月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで) 
  

 
  

前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで) 
  

 
 （注）１ 事業区分の方法 

     事業活動における業務の種類を勘案して区分している。 

    ２ 各区分に属する主要な製品の名称等 
  

 
  
【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）並びに前第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため，所在地別セグメント情報

の記載を省略している。 
  

【海外売上高】 

前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）並びに前第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで） 

   海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため，海外売上高の記載を省略している。 

 
電気事業 
(百万円)

建設業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高    

  (1) 外部顧客に対する 
   売上高 362,927 24,965 16,831 404,725 ― 404,725 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 984 36,348 31,017 68,350 △68,350 ―

計 363,912 61,314 47,849 473,076 △68,350 404,725 

営業利益 6,435 1,842 2,462 10,740 77 10,818 

 
電気事業 
(百万円)

建設業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高    

  (1) 外部顧客に対する 
   売上高 729,855 40,817 33,553 804,225 ― 804,225 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 1,305 60,038 61,257 122,601 △122,601 ―

計 731,160 100,855 94,810 926,827 △122,601 804,225 

営業利益又は営業損失(△) 58,059 △822 5,628 62,865 621 63,486 

事業区分 主要な製品・事業活動

電気事業 電力供給 

  

建設業 

 
電気・通信・土木・建築工事，発変電設備の設計・製作・施工・運転・保守，環

境保全に関する調査・測量・測定分析 

  

その他の事業 

 

液化天然ガスの受入・気化・供給，天然ガスの供給，電気通信事業，情報システ

ム及び情報ネットワークに関するコンサルティング・開発・運用，情報機器・ソ

フトウェアの販売・保守・賃貸，不動産の賃貸・売買・管理，自家用発電設備・

コージェネレーションシステム等による電気・熱エネルギーの供給，蓄熱設備の

運転・保守受託，金銭の貸付等の金融業務，熱供給事業，電力供給設備等の資機

材の製造・販売，電気器具等の販売 
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【セグメント情報】 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは，当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り，常務会が，経営資源の配分の決定及び業績を評価するために，定期的に検討を行う対象となっている

ものである。 

 当社グループは，電気事業を中核とした複合エネルギーサービス企業グループとして事業活動を展開し

ている。 

 したがって，当社グループは，エネルギーサービスを基礎としたセグメントから構成されており，電力

を供給する「電気事業」，電気・通信・土木・建築工事及び電力供給設備の設計・製作等や，環境保全に

関する調査・測量・測定分析を行う「建設業」を報告セグメントとしている。 

  
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで) 

 
  

当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで) 

 
  
（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用している。 

   (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他  
（注１）

合計
調整額  
（注２）

四半期連結損
益計算書計上
額（注３）電気事業 建設業 計

売上高     

  外部顧客への売上高 761,956 34,490 796,447 40,147 836,594 ― 836,594 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 1,423 64,020 65,444 57,792 123,236 △123,236 ―

計 763,380 98,511 861,891 97,939 959,831 △123,236 836,594 

セグメント利益又は損失（△） 81,487 △836 80,650 4,722 85,373 629 86,002 

（注） １ その他には，ガス事業，情報通信事業，電力供給設備等の資機材の製造・販売，電気器具等の販売などの

         事業を含んでいる。

    ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額629百万円は，セグメント間取引消去628百万円が含まれている。

     ３ セグメント利益又は損失（△）は，四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

   (単位：百万円)

 
報告セグメント その他

（注１）
合計

調整額  
（注２）

四半期連結損
益計算書計上
額（注３）電気事業 建設業 計

売上高     

  外部顧客への売上高 399,516 23,461 422,978 19,718 442,697 ― 442,697 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 914 40,083 40,998 30,708 71,706 △71,706 ―

計 400,431 63,545 463,976 50,427 514,403 △71,706 442,697 

セグメント利益 32,126 2,521 34,647 1,860 36,507 130 36,638 

（注）   １ その他には，ガス事業，情報通信事業，電力供給設備等の資機材の製造・販売，電気器具等の販売などの

       事業を含んでいる。

     ２ セグメント利益の調整額130百万円は，セグメント間取引消去130百万円が含まれている。

     ３ セグメント利益は，四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(ストック・オプション等関係) 

当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで） 

１ ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名 

電気事業営業費用の株式報酬費用 265百万円 

  

２ 当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容 

 
（注）１ 株式数に換算して記載している。 

 ２ １株当たりに換算して記載している。 

  

３ 当第２四半期連結会計期間におけるストック・オプションの条件変更 

   該当事項なし。 

  

会社名 提出会社

付与対象者の区分及び人数 当社取締役17名，当社執行役員24名 

株式の種類別のストック・オプションの付与数（注）１ 当社普通株式 165,400株

付与日 平成22年８月２日

権利確定条件 権利確定条件は付されていない。 

対象勤務期間 対象勤務期間の定めはない。

権利行使期間 平成22年８月３日～平成47年８月２日

権利行使価格（注）２            1円

付与日における公正な評価単価（注）２          1,608円
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(資産除去債務関係) 

 当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日現在） 

  

資産除去債務が，企業集団の事業の運営において重要なものとなっており，かつ，前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められる。  

 変動の内容及び当第２四半期連結累計期間における総額の増減は次のとおりである。  

  

  

 
  

（注） 第１四半期連結会計期間より，「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しているため，前連結会計年度の末日における残高に代えて，

第１四半期連結会計期間の期首における残高（期首調整額）を記載している。 

 なお，当該期首調整額には，原子力発電施設解体引当金からの振替額58,171百万円及び第１四

半期連結累計期間の特別損失に計上している6,554百万円が含まれている。  

  

  

  

  

  

会計基準適用による期首調整額（注） 122,200百万円 

有形固定資産の取得に伴う増加額 ― 

その他増減額（△は減少） 1,404百万円 

当第２四半期連結会計期間末残高 123,605百万円 
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(１株当たり情報) 

１  １株当たり純資産額 

  

 
  

  

２  １株当たり四半期純利益金額等 

第２四半期連結累計期間 

  

 
(注) １ 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については，潜在株式が存在し

ないため記載していない。 

２ １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は，以下の

とおりである。 

  

 
  

  

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日現在)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日現在)

 
１株当たり純資産額 1,825.32円

 

１株当たり純資産額 1,790.38円

前第２四半期連結累計期間  
(平成21年４月１日から  
 平成21年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間 
(平成22年４月１日から 
 平成22年９月30日まで)

１株当たり四半期純利益金額 55.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額 

―
 

１株当たり四半期純利益金額 70.19円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額 

70.18円

 
前第２四半期連結累計期間
(平成21年４月１日から  
 平成21年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成22年４月１日から 
 平成22年９月30日まで)

（１）１株当たり四半期純利益金額 

  四半期純利益金額（百万円） 27,602 34,993 

  普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

  普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 27,602 34,993 

  普通株式の期中平均株式数（千株） 498,566 498,546 

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

  四半期純利益調整額（百万円） ― ―

  普通株式増加数（千株） ― 54 

希薄化効果を有しないため，潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で，前
連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要 

― ―
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第２四半期連結会計期間 

  

 
(注) １ 前第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については，潜在株式が存在し

ないため記載していない。 

２ １株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上

の基礎は，以下のとおりである。 

  

  

 
  

  

  

平成22年10月29日開催の取締役会において，第87期の中間配当に関し，次のとおり決議した。 

   ① 中間配当の総額                  14,956百万円 

   ② １株当たりの中間配当金                  30円 

   ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日     平成22年11月30日 

  （注）平成22年９月30日現在の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は質権者に対し，支払を

行う。 

    

前第２四半期連結会計期間  
(平成21年７月１日から  
 平成21年９月30日まで)

当第２四半期連結会計期間 
(平成22年７月１日から 
 平成22年９月30日まで)

１株当たり四半期純損失金額（△） △1.14円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額 

―
 

１株当たり四半期純利益金額 31.47円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額 

31.47円

 
前第２四半期連結会計期間
(平成21年７月１日から  
 平成21年９月30日まで)

当第２四半期連結会計期間
(平成22年７月１日から 
 平成22年９月30日まで)

（１）１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額

  四半期純利益又は四半期純損失金額（△）
  （百万円） 

△570 15,690 

  普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

  普通株式に係る四半期純利益又は 
  四半期純損失金額（△）（百万円） 

△570 15,690 

  普通株式の期中平均株式数（千株） 498,562 498,544 

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

  四半期純利益調整額（百万円） ― ―

  普通株式増加数（千株） ― 108 

希薄化効果を有しないため，潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で，前
連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要 

― ―

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。 
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平成21年11月12日

東北電力株式会社 

取締役会  御中 
 

  
  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

北電力株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北電力株式会社及び連結子会社の平成21

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

 
  
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  千  葉     彰  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  渡  辺  雅  章  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  佐  藤  森  夫  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管している。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。 

 



  
平成22年11月11日

東北電力株式会社 

取締役会  御中 
 

  
  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

北電力株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北電力株式会社及び連結子会社の平成22

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項が、すべての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 会計処理基準に関する事項の変更」

に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  千  葉     彰  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  渡  辺  雅  章  印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  佐  藤  森  夫  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管している。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。 

 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年11月11日

【会社名】 東北電力株式会社

【英訳名】 Tohoku Electric Power Company, Incorporated

【代表者の役職氏名】 取締役社長  海 輪  誠

【最高財務責任者の役職氏名】 該当なし

【本店の所在の場所】 仙台市青葉区本町一丁目７番１号

【縦覧に供する場所】 東北電力株式会社 青森支店

 (青森市港町二丁目12番19号) 

 東北電力株式会社 岩手支店

 (盛岡市紺屋町１番25号) 

 東北電力株式会社 秋田支店

 (秋田市山王五丁目15番６号) 

 東北電力株式会社 山形支店

 (山形市本町二丁目１番９号) 

 東北電力株式会社 福島支店

 (福島市栄町７番21号) 

 東北電力株式会社 新潟支店

 (新潟市中央区上大川前通五番町84番地) 

 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 株式会社大阪証券取引所

 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号) 



当社取締役社長海輪誠は，当社の第87期第２四半期(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日)の

四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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